
緑にふれあうまちづくり

上位政策 06 地球環境にやさしいまち

施策統括課 環境政策課 施策統括課長名 岩澤　純二

関連課 環境政策課、管理課

関連する 東久留米市第二次緑の基本計画、東久留米市第二次環境基本計画、東久留米市緑地保全計画

個別計画等
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4次長期総合計画における方向性

２　施策の成果指標と実績

No 成果指標 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

日頃から身近な自然と触れ合っている市民の
1 ％ 66. 5 68. 7 66. 1

割合
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３　施策内事務事業数と施策のコスト

項目 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

本施策を構成する事務事業数 本 16 12 12

トータルコスト 千円 146,705 100,296 94,111

事業費（内書き） 千円 110,606 70,004 70,190

人件費（内書き） 千円 36,099 30,292 23,921

１　施策の概要（第4次長期総合計画（後期：平成28年度～令和2年度）に掲げる事項）
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